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     Hideki  FUSE, Shuichi ZAMA and Jun SHIMAZAKI 
   From the Department of Urology, School fMedicine, Chiba University 
                 (Director: Prof. J. Shimazaki)
   Prostatic acid phosphatase was determined with Merck-Kanto's test kit on the cases of 
prostatic cancer experienced at our University Hospital from August in 1983 to February in 
1985. 
   Untreated cases were 4 stage A cases, 1 stage B cases, 3 stage C cases, 3 stage  DI cases and 
12 stage  D2 cases. Nine cases were determined before and after hormonal treatment. From 
67 controlled cases and 19 recurrent cases, 144 and 56 samples were selected, respectively. 
This method showed good reproducibility and even the serum stored at  —80°C after separation 
could be used for determination by addition of tartrate just before the measurement. The 
occurrence of abnormal values in untreated prostatic cancer cases, was 0% for stage A, 1 
case for stage B, 33% for stage C and  DI and 75% for stage D2. Hormonal treatment 
decreased the high values of 5 cases and  I case returned to normal. Compared to the 
recurrent cases, controlled cases showed a significantly larger ratio of negative, and it suggests 
that the test is useful for follow-up. Prostatic hypertrophy showed the increase of the value 
in 6% of the cases. Both prostatitis and urinary tract stone cases remained in the normal 
range. 
































Table1.同一 キ ッ ト内 に お け る再 現 性
対象および方法
1983年8月よ り1985年2月ま で の千 葉 大 学 医 学 部 附
属病 院 泌 尿器 科 で と りあ っ か っ た前 立 腺 癌 を対 象 と し
た.治 療 前 症 例 は,StagcA,B,C,D1,D2は それ
ぞ れ4,1,3,3,お よび12例で あ り,D1はBお よ
びCと お もわ れ た も のにstagingoperationをし て
確定 した.去 勢,お よび直 後 よ りジエ チ ル ス テ ィル ベ
ス トロー ル ・2燐酸250～500mg連 日4週 間 投 与 と
い う内分 泌 療 法3)を実 施 した も の の う ち9例(stage
A21例,CI例,D12例,D25例)に 治 療 前 後 の
測 定 を お こな った.
この 期 間に 治療 の前 立腺 癌 で,制 癌 し てい る もの67
例,再 燃 し進 行中 の もの19例に つ い て検 討 した.各 症
例1～4回 の測 定 を お こな った の で,検 体 数 は 制 癌
144,再燃56であ る.
採 血 後 血 清 を 分 離 し,一 部 は 本 キ ヅ トの指 示 に 従 い
血 清1mlに つ き10%ク エ ン酸20μ1を 添 加 した の
ち 一80。Cに保 存 した.他 は 血 清 を そ の まま 一80。C
に保 存 した.
前 立 腺 性 酸 性 フ ォス フ ァタ ーゼ(PAP)の 測 定 は,
メル ク ・関 東 化学 の キ ッ トの 順序 に よった .す な わ ち
200plの試 料 を抗PAPヒ ツジ抗 体 の付 着 せ る ポ リ
ス チ レ ン管 に入 れ,20～25。Cで24時間 反 応 させ る.
液 を の ぞ き,管 を0.IMNaC正 添 加0.05M酢 酸緩
衝 液(pH6・0)に て洗 浄 後,20pmolesの4一ニ トロ
フ ェ ール燐 酸 と0.1M1一ペ ンタ ノー ル を含 む0,05M
クェ ン酸緩 衝 液(pH4.8)中 で2時 間反 応 させ ,0.1
MNaOHに て反応 を停 止 して405nmに て 吸光 度 を
測 定 した.既 知 量 のPAPを 別 に反 応 させ,比 較 した.





































































































































●一一→ クエ ン酸 添加 にて 凍結保 存
ひ一っ クエ ン酸 、測定 時添加
tiSamPl・A
PtSamPleB
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0-一◎ クエ ン酸 、測 定 時 添 加
1 2 3 4 解凍回数
Fig.3.凍結融解の測定に及ぼす影響















































































Fig.5.前立腺 癌 治療 前症 例 の前 立 腺 性 酸 性



























Fig.6.内分 泌療 法 前 後 の前 立腺 性 酸性








































































PAP(ラ ジ オ イ ム ノ ア ッ セ イ 法)
ng/ml
Fig.8.本法 と ラジ オ イ ム ノ ア ッセ イ 法 との 比 較
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PAP(ラ ジ オ イ ム ノ ァ ッ セ イ 法)ng/mI
Fig.9.本法 と ラ ジオ イ ム ノア ッセ イ法 との比 較
Table2.前立腺 癌 の経 過 と前 立 腺 性 酸性 フ ォス フ ァタ ーゼ
上昇 正常 計
制癌 12 132 144
再燃 41 15 56













































メルク・関東化学の免疫酵 素測定法 を利 用 した
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